
「ひまわり教室活動」
佐賀関デイケア

～中長時間デイケアの新コンセプト～

特集　………………………………………… 再掲「地域医療の最前線で」
もっと教えてドクター　……………………… 地域包括ケアについて
WLBおったまげーしょん　………………… 誰もが知ってる謎の人 xXXx 参戦！
地域貢献で行こう　………………………… 地場コン魂、株式会社セキ土建
あの頃より今は若いから／せきあい健康レシピ



今回ご紹介する一連の記事は、本年7月（大分県内
版では8月）に朝日新聞の夕刊に連載されたものです。

「地域医療の最前線で」と題されたこれらの記事は
同紙記者の浜田陽太郎さんが、2021年度に関愛会
の施設で研修した記録であるとともに、「多くの人がか
かわる普通の現場で起きていることこそ大切」（浜田 
2020、p.243）という課題意識のもと、地域医療の実相
を伝えるルポルタージュとなっています。

株式会社朝日新聞社の許諾（承認番号22-2983）
を受け、本誌にて一挙に再掲します。

この記事について

「地域医療の最前線で」

特集

浜田陽太郎（2020） 『「高齢ニッポン」をどう捉えるか　予防医療・介護・福祉・年金』,  勁草書房。
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2022年7月4日（大分県内版8月23日）

ワクチン1万回 涙の軌跡
コロナ禍での坂ノ市病院の取り組みと地域医療における
連携のあり方

朝日新聞  夕刊

「地域医療の最前線で」
特集
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2022年7月5日（大分県内版8月24日）

病院存続 嵐の末の民営化

関愛会創設の起点となった旧佐賀関町立病院民営化の軌跡
朝日新聞  夕刊
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2022年7月6日（大分県内版8月25日）

ケア万全 居酒屋「大作戦」
「生活者の視点」に立った多職種連携の取り組み。
坂ノ市神崎エリアから。

朝日新聞  夕刊

「地域医療の最前線で」
特集
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2022年7月7日（大分県内版8月26日）

「在宅復帰」担って存在感
地域医療における大東よつば病院の役割。
現場で実務を学ぶ浜田さんの奮闘記。

朝日新聞  夕刊
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2022年7月8日（大分県内版8月27日）

「やりたい」夢支えるプロ
リハビリテーションセンターもみの木が実践する
「生きる目標」のためのリハビリ

朝日新聞  夕刊

「地域医療の最前線で」
特集
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利用者さまの多様なニーズに対応できる新コンセプト

　佐賀関デイケアひまわりは、令和２年１０月にデイサービスから中長時間のデイケアとして移行し、
令和４年７月にデイケアとしてのサービスの質向上を目指して新しいコンセプトで再出発しました。
　今回は、新サービス「ひまわり教室活動」を中心に佐賀関デイケアひまわり（中長時間）を紹介します。

　１．評価、２．予防、３．楽しませるを３つの柱とし（図1）、利用者さま一人ひとりの身体機能からADL、栄養の評価、そして
興味・関心事などを正確に知るためアンケートによる調査を行い、悪くなる前に働きかけるという介護予防の視点から、そ
の方の「したい活動」やご家族からの「やってほしい活動」に焦点を当て、楽しく主体的に活動することで、利用者さまにとっ
て意味のある時間を過ごしていると実感してもらえる環境づくりに取り組んでいます。
　サービス内容として、午前中は入浴・個別リハ・器具を用いた運動、午後からは集団体操・教室活動・レクリエーションを行
います。また新しい取り組みとして、専任の管理栄養士による食事メニューや調理等の栄養相談も行っています。

佐賀関デイケアひまわり（中長時間）のスタッフ

（図１） コンセプトの3つの柱 〈表1〉利用者さまの興味・関心項目の割合

評価

楽しませる 予防

（身体機能・ADL、栄養
興味・関心事）

（利用者様、
ご家族の希望）

（介護予防の視点）

手作業  7%
身体的活動  8%

日常生活活動
17%

文化教養活動
17%

静的レジャー
31%

動的レジャー
20%

せきあい
事 業 所
図 鑑

佐賀関デイケアひまわり（中長時間）
利用者さまの「したい」を叶え、生き活きとした活動を支えます。
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　利用者さまにとって「楽しいこと」「意味のあること」を知るため、本人またはご家族へ興味・関心について
アンケート調査を行い、その結果（右ページ下表１）をもとに、全部で9つの教室を用意しました。
　毎日14時からの1時間、日替わりで2～３つの教室を用意し、それを利用者さまに選んでいただいています。
　職員も、自分の興味がある教室を選択して担当しています。同じ楽しみを持つ利用者さまと職員が一緒に
なって楽しく学び合い、時にはお互いの意外な面を発見したりもしています。

【営  業  日】月～土（祝日営業）
休日/日曜日、年末年始

【サービス提供時間】※選択可
（中時間）9：00～13：30
（長時間）9：00～15：30

【送迎範囲】大在～臼杵 
（大在、臼杵の方は要相談）

【住　　所】大分市大字佐賀関８８０-１
【電　　話】097-524-4141

8：30～　送迎後、健康チェック
9：30～　入浴・リハビリ
12：00～　昼食（食前に口腔体操）
13：00～　介護予防体操
13：30～　送迎（中時間）
14：00～　ひまわり教室・レクリエーション
15：00～　おやつ・ドリンクサービス
15：30～　送迎（長時間）

お好みの教室がない場合は、レクリ
エーションにご参加いただいています。

手作業  7%

身体的活動  8%

日常生活活動
17%

文化教養活動
17%

静的レジャー
31%

動的レジャー
20%

意識して体を動かすって気持ちいい！

人の役に立つことが

生きがいです。

年を重ねても

学ぶ意欲は現役です。

TVゲームや

ボードゲームなど、

楽しみながら認知症予防が

できます。

一番人気の

教室です！

皆さん自分の

世界に入ります。

出来上がった

作品は、玄関に

飾ってるいる

そうです。

ひまわりの一日の流れ
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佐賀関病院 健康栄養支援室　室長
中野 広美　(管理栄養士)

大分県病院協会栄養部会 会長
日本臨床栄養代謝学会（JSPEN）16演題発表（2005年～2022年）　
第16回アジア静脈経腸栄養学会（The 16th PENSA CNGRESS 2015 IN 名古屋）発表

～　管理栄養士が伝えたい！　冬の体調を整えるレシピ　～

佐賀関病院 健康栄養支援室　室長
中野 広美　(管理栄養士)

大分県病院協会栄養部会 会長
日本臨床栄養代謝学会（JSPEN）16演題発表（2005年～2022年）　
第16回アジア静脈経腸栄養学会（The 16th PENSA CNGRESS 2015 IN 名古屋）発表

冬の体調を整える食物について教えて下さい。
　寒い時期は体を温めようと、体がエネルギーを消費しやすくなるため、毎日きちんと栄養の豊富な食
事を摂ることがポイントになります。体を温めたり、免疫力や抵抗力を高めたりする食物をしっかり摂
りましょう。
　鍋料理にすると、肉、魚介、野菜、豆腐、きのこ等がまとめてたくさん食べられるのでバランスよく
栄養が摂れます。
　漢方では、体を温める「陽性食品」や体を冷やす「陰性食品」がありますが、陰性食品も煮たり炒め
たりして熱を加えたり、漬物にしたり、塩・醤油・味噌を加えることで陽性食品に変換されます。

Question

陽性食品
ショウガ、にんにく、白ネギ、かぶ、リンゴ、
栗、もち米、鶏肉、エビ、黒砂糖、黒豆、ひじき、
紅茶、チーズ、漬物 など

陰性食品
ナス、キュウリ、トマト、バナナ、冷ややっ
こ、塩、白砂糖、牛乳、小麦、植物油、バター
など

ビタミンC と ビタミンE
レンコン、 ジャガイモ、 ブロッコリー

ビタミンA
にんじん

ビタミンC
緑茶、春菊、いちご、みかん、ゆず

食物繊維
ゴボウ、レンコン、ブロッコリー

三大抗酸化ビタミンが豊富・疲労回復効果
かぼちゃ

ほっと
♪

ティー
レシピ

しょうが紅茶
温かい紅茶1杯に対して新鮮な生姜（親指大程度）をすりおろして入れるだけ！
甘さが欲しいときは、同じ陽性食品の黒砂糖をお好みでどうぞ。
1日 2杯～ 4杯を目安にお飲みください。
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【レシピ】
① 白ねぎを細かく切って白髪ねぎにする。その他の野菜も適当なサイズ
にカット。
人参は千切り、大根はおろす。ゴボウはささがきに切る。

② 鍋に緑茶を入れて火にかけ、沸騰したら野菜やぶりをしゃぶしゃぶ。
ポン酢に温まった緑茶を加えた合わせダレにつけて召し上がってくだ
さい。

③ シメは蕎麦がおすすめです。

【1人当たりの栄養量】
エネルギー　
蛋白質　　　
脂質　　　　
炭水化物　　
食物繊維　　
塩分

483kcal
32.2ｇ
18.2ｇ
41.7ｇ
6.1ｇ
1.4ｇ

緑茶鍋の鰤しゃぶ
ぶり

寒ぶり（刺身用）
白ねぎ
冬野菜（お好みで）
白菜
人参
春菊

200ｇ
80ｇ
適量

  80ｇ
  40ｇ
  40ｇ

ゴボウ
えのき
緑茶
蕎麦
ポン酢
大根おろし

40ｇ
40ｇ
700㏄
一束

  40 ㎖
  40ｇ

【材料　二人分】

■野菜の量：180g（一日の摂取目標量の約 1/2）

お出しの代わりに温かい緑茶でしゃぶしゃぶします。寒ぶりの脂の甘みが口中に広がり、
ほんのり香る緑茶の旨味と渋みが後味をさっぱりさせ、ぶりの生臭さも消してくれます。

【レシピ】
① レンコンと玉葱はスライスに、ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
かぼちゃは1センチ角にカットしゆでておく。エビは皮をむき背わたを取
りゆでる。餅は一口サイズに切る。

② フライパンにバターを溶かし、レンコン、玉葱を炒め、塩・胡椒で下味を
つける。

③ 耐熱皿に②を敷き、その上に餅を並べ、ブロッコリー、かぼちゃ、エビを
飾る。

④ マヨネーズに解した辛子明太子を加え良く混ぜ、③にかける。
その上からピザ用チーズをかけ、アルミホイルをかけオーブントースター
で約8分焼き、アルミホイルを剥がして更に2分焼く。

【1人当たりの栄養量】
エネルギー　
蛋白質　　　
脂質　　　　
炭水化物　　
食物繊維　　
塩分

507kcal
22.2ｇ
18.8ｇ
56.7ｇ
5ｇ
2.4ｇ

お餅グラタン

レンコン
玉葱
かぼちゃ
バター
ブロッコリー

80ｇ
100ｇ
    60ｇ
大さじ 1
    80ｇ

エビ
餅
マヨネーズ
辛子明太子
ピザ用チーズ
塩・胡椒

60ｇ
2個

大さじ 4
60ｇ
  40ｇ
  適宜

【材料　二人分】

■野菜の量：160g（一日の摂取目標量の約 1/2）

お正月に余りがちなお餅を使ったレシピです。不足しがちな野菜や食物繊維も手軽にとれ、
明太子がアクセントに。トースターの焼き時間は様子を見ながら調整してください。
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世
界
的
に
も
長
寿
社
会
で
あ
る
日
本
で

は
、高
齢
者（
六
五
歳
以
上
）が
増
え
続

け
、高
齢
化
率（
六
五
歳
以
上
の
人
口
が
占

め
る
割
合
）は
一
九
九
四（
平
成
六
）年
に
14
%
を
超
え
、

W
H
O (

世
界
保
健
機
関)

の
定
め
る
高
齢
社
会
と
な

り
ま
し
た
。高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
の
増
加
や
核
家
族
化
の
進
行
、介
護
に

よ
る
離
職
が
社
会
問
題
と
な
り
、家
族
の
負
担
を
軽

減
し
、介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

介
護
に
必
要
な
費
用
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
し
く

み
と
し
て
二
〇
〇
〇（
平
成
一
二
）年
四
月
に「
介
護

保
険
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、二
〇

一
〇(

平
成
二
二)

年
に
高
齢
化
率
が
世
界
で
初
め
て

21
%
に
到
達
し
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、二
〇
二
二（
令
和
四
）年

九
月
に
は
日
本
の
高
齢
者
人
口
は
過
去
最
多
で
高
齢

化
率
は
29.

1
％
と
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。大

分
県
は
、二
〇
二
一（
令
和
三
）十
月
一
日
現
在
の
高

齢
化
率
は
33.

7
％
で
す
。そ
の
様
な
中
で
、団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る 

二
〇
二
五(

令
和
七)

年
に

は
国
民
の
医
療
や
介
護
の
需
要
が
急
増
す
る
可
能
性

を
見
越
し
、そ
の
対
策
と
し
て
二
〇
〇
五（
平
成
一

七
）年
の
介
護
保
険
法
改
正
で「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
、二
〇
一
四

（
平
成
二
六
）年
に
は「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

全
国
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
現
状
で
は
高
齢
者
に

つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、こ
の
概

念
は
高
齢
者
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

障
が
い
者
や
在
宅
療
養
を
必
要
と
す
る
成
人
・
小
児

の
難
病
患
者
な
ど
も
対
象
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。日

常
生
活
圏
域
を
単
位
と
し
て
、活
動
と
参
加
に
つ
い

て
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
、例
え

ば
児
童
や
幼
児
、虚
弱
な
い
し
要
介
護
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
人
、障
が
い
者
、そ
の
家
族
、そ
の
他
の
理

由
で
疎
外
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
が
、望
む
な
ら
住
み

慣
れ
た
圏
域
の
す
み
か
に
お
い
て
、必
要
な
ら
さ
ま

ざ
ま
な
支
援(

一
時
的
な
入
院
や
入
所
を
含
む)

を
得

つ
つ
、で
き
る
限
り
自
立
し
、安
心
し
て
最
期
の
時
ま

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
多
世
代
共
生
の
取
り
組
み
を

「
地
域
包
括
ケ
ア
」と
い
い
、そ
の
仕
組
み
が「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
践
に
は
、医
療
、介
護
、福
祉
、

保
健
の
連
携
が
重
要
で
す
。そ
の
様
な
地
域
包
括
ケ

ア
を
支
え
る
た
め
の
病
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と

い
い
ま
す
。大
東
よ
つ
ば
病
院
は
、43
床
の
一
病
棟
か

ら
な
る
病
院
で
す
が
、す
べ
て
が
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
で
す
。ま
た
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も

み
の
木
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
を
併

設
し
て
お
り
、大
分
市
大
東
地
区
唯
一
の
地
域
包
括

ケ
ア
病
院
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
は
、主
に
①
急
性
期
治
療

を
終
え
た
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
、②
自
宅
や
介
護

施
設
等
か
ら
の
緊
急
時
受
け
入
れ
、③
在
宅・生
活
復

帰
支
援
の
3
つ
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。大
東

よ
つ
ば
病
院
は
、同
じ
建
物
内
の
介
護
老
人
保
健
施

設
や
す
ら
ぎ
苑
と
と
も
に
、地
域
の
中
で
医
療
介
護

連
携
を
推
進
し
、地
域
包
括
ケ
ア
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
職
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

大東よつば病院
院長
立川　洋一 
（たつかわ　よういち）
1986年 大分医科大学（現：大分大学医学部）卒
大分市医師会立アルメイダ病院循環器科、
大分岡病院院長などを経て2021年より現職。
医学博士、MBA（経営学修士）、
総合内科医専門医、循環器専門医

大
東
よ
つ
ば
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
病
院
と
聞
き
ま
し
た
。地
域
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。

QA

厚生労働省 「地域包括ケアシステム」より引用
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―
 

設
立
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。

一
九
四
八（
昭
和
二
三
）年
、製
錬
所
の
指
導
の
も
と
、仕

事
は
会
社
組
織
で
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
ま
で
、町
内
や
製

錬
所
で
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
一
人
親
方（
大
工
・
土
工

等
）8
人
が
集
ま
っ
て
佐
賀
関
土
建（
株
）と
し
て
４
月
に
発

足
し
た
の
が
設
立
の
き
っ
か
け
で
す
。

※
 

昭
和
五
九
年
八
月一日
に（
株
）セ
キ
土
建
に
社
名
変
更

―
 

設
立
後
の
ご
苦
労
や
会
社
の
成
長
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

苦
し
かっ
た
の
は…

先
代（
社
長
）の
頃
の
話
で
す
が…

一

九
七
三
年（
昭
和
四
八
年
）の
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
の
頃
。仕
事

が
少
な
かっ
た
よ
う
で
す
。と
こ
ろ
が
そ
の
時
期
に
、農
協
の

一
尺
屋
み
か
ん
選
果
場
と
旭
メ
ディ
カ
ル
大
分
工
場
設
立
時

の
第
１
期
工
事
を
、そ
れ
ぞ
れ
特
命
で
受
注
さ
せ
て
い
た
だ

き
、そ
れ
で
助
か
り
ま
し
た
。以
降
町
内
の
学
校
等
の
公
共

施
設
も
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。二
〇
〇
五
年（
平

成一七
年
）の
市
町
村
合
併
で
佐
賀
関
町
が
大
分
市
に
編
入

さ
れ
た
の
で
す
が
、こ
れ
ま
で
同
様
に
地
域
へ
の
貢
献
を
こ

こ
ろ
が
け
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

―
 

地
域
の
中
核
企
業
で
あ
る
製
錬
所
に
そ
の
出
自
を
も

つ
と
い
う
の
も
御
社
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
多
く
は
製
錬
所
関
連
の
工
事
で
、そ
れ
は
設
立

当
時
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。製
錬
所
は
操
業
優
先
と
な
る

の
で
、操
業
と
並
行
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
、製
錬
所
の
中
で
し
か
生
じ
な
い
よ
う
な
特
殊
な

環
境
に
対
応
し
な
が
ら
も
何
と
か
工
夫
し
て
や
っ
て
い
く
、

そ
れ
が
社
員
の
モ
チ
ベー
シ
ョン
に
繋
がっ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。難
し
い
案
件
に
対
し
て「
そ
れ
は
で
き
ん
」と
い
う

社
員
は
い
ま
せ
ん
の
で
私
共
は
安
心
し
て
い
る
し
、そ
う
いっ

た
難
し
い
仕
事
を
仕
上
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
私
共
の
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。

―
 

最
後
に「
地
域
へ
の
想
い
」を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

会
社
と
し
て
は「
佐
賀
関
を
何
と
か
し
た
い
」と
い
う
気

持
ち
は
持
っ
て
い
ま
す
。社
長
が
大
分
県
建
築
士
会
の
佐
賀

関
支
部
長
だ
っ
た
頃
に
は
関
崎
海
星
館
の
提
案
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。旧
佐
賀
関
町
の
時
代
か
ら
町
を
良
く
し
よ

う
と
い
う
団
体
や
活
動
に
は
積
極
的
に
協
力
し
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、さ
が
の
せ
き
ま
ち
づ
く

り
協
議
会（
N
P
O
法
人
）や
日
本
文
理
大
学
と
共
同
で

地
域
研
究
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、高
齢
化
や
過
疎
化
で
当
然
経
営
環
境
は
厳
し
く

な
り
ま
す
。道
路
や
家
と
いっ
た
地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

不
具
合
が
あ
っ
た
と
き
、一
体
誰
が
面
倒
み
る
の
っ
て
い
う
問

題
が
あ
る
。そ
う
な
る
と
佐
賀
関
に
建
設
会
社
が
な
い
と
い

け
な
い
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
解
体
と
か
空
き
家
の
リ
フォ
ー
ム

と
か
、今
年
の
台
風
１４
号
で
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

連
絡
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
応
し
て
い
ま
す
。

本誌8号で佐賀関製錬所（JX金属製錬株式会
社）様をご紹介しました。その工場群から道一
つ隔てたところに今回ご紹介するセキ土建様
の社屋があります。戦後間もない1948年に佐
賀関の地に生まれたこの建設会社は、爾来、
製錬所と「佐賀関の町」に軸足をおきながら総
合建設業として歩を進め、来年には創立75年
の節目を迎えます。創立から現在に至るまで
の歴史、製錬所や佐賀関の町への想いを語っ
ていただきました。

受
注
産
業
で
あ
る
建
設
業
で
は
常
に
各
現
場
の
特
殊
事
情
と

向
き
合
う
。そ
れ
は
時
に
請
負
業
者
に
と
っ
て
の
障
壁
と
な
る
が
、

逆
に
発
注
者
の
要
請
を
満
足
す
る
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
、

成
長
す
る
機
会
に
も
な
る
。そ
の
よ
う
な
機
会
に
多
く
恵
ま
れ
、

取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を
醸
成
し
て
き
た
こ
と
も
こ
の
企
業
に

と
っ
て
は
幸
運
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

全
国
展
開
を
図
る
ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
、地
元
密
着
型
の
建
設
業

者
を「
地
場
コ
ン
」と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。地
域
貢
献
を
通
じ
た
地

元
企
業
や
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
営
業
ス
タ
イ
ル
が

そ
の
基
本
で
あ
り
、株
式
会
社
セ
キ
土
建
の
経
営
戦
略
も
ま
た
そ

こ
に
あ
る
。「
セ
キ
の
町
」へ
の
想
い
に
裏
打
ち
さ
れ
た
地
場
コ
ン

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
と
自
信
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
記
者
）

今も応接室に並ぶ風格ある８つの椅子には、かつて
創業者たちが座っておられたそうです。 

代表取締役社長 　嵯峨　雄二　様

関愛会の施設にも同社施工によるものがあります。 
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其
ノ
弐  「
渋
谷
病
院
の
夜
」

渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
5
分
の
と
こ
ろ
に
病
院
が
あ
る
。夕
方
6
時『
救
急
治
療
の
実

際
』な
ど
の
本
を
持
っ
て
当
直
室
に
入
る
。白
衣
に
着
替
え
て
看
護
婦
詰
所
に
顔
を
出

す
。今

か
ら
50
年
程
以
上
前
、『
所
得
倍
増
論
』、『
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
』な
ど
の
言
葉
が
生
ま

れ
た
時
代
で
あ
る
。医
師
免
許
は
手
に
し
た
が
研
修
医
と
し
て
働
く
大
学
病
院
で
の

月
給
は
2
万
円
と
少
な
い
。不
足
分
を
補
う
た
め
夜
間
の
当
直
に
出
向
く
。

夜
の
7
時
〜
8
時
は
お
だ
や
か
で
あ
る
。時
々
小
児
の
肘
関
節
脱
臼（
肘
内
障
）が

来
院
す
る
。不
安
そ
う
な
若
い
母
親
と
腕
を
動
か
さ
ず
に
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う
な

子
供
。や
さ
し
く
声
を
か
け
て
、エ
ィ
！
と
整
復
し
て
あ
げ
る
。す
っ
か
り
元
通
り
に

な
っ
て
親
子
と
も
ど
も
満
面
の
笑
顔
で
帰
っ
て
行
く
。

10
時
を
す
ぎ
る
と
左
の
小
指
を
血
の
に
じ
ん
だ
ガ
ー
ゼ
で
く
る
み
、痛
そ
う
な
顔

を
し
た
若
い
男
性
が
数
人
の
人
相
の
よ
く
な
い
男
た
ち
に
付
き
添
わ
れ
て
や
っ
て
来

る
。ど
う
し
た
の
か
と
聞
く
。必
ず
、料
理
中
に
包
丁
を
す
べ
ら
せ
た
と
答
え
る
。な
ん

と
左
手
の
小
指
が
2
cm
ほ
ど
短
く
な
っ
て
い
る
。切
れ
端
を
持
っ
て
来
る
事
も
よ
く
あ

る
。あ
き
ら
か
に『
指
を
つ
め
た
』の
で
あ
る
。

ヤ
ク
ザ
の
世
界
で
、不
始
末
を
し
で
か
し
た
組
員
が
お
わ
び
の
し
る
し
に
左
の
小

指
を
自
ら
切
り
落
と
す『
指
つ
め
』だ
。局
所
麻
酔
の「
伝
達
麻
酔
」を
行
っ
て
、断
端
形

成
を
行
う
。白
い
骨
が
露
出
し
て
い
る
場
合
は
骨
切
り
術
も
同
時
に
行
う
。ち
な
み

に
、切
断
さ
れ
た
小
指
の
末
端
は
残
念
な
が
ら
、縫
合
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

夜
も
深
ま
っ
て
日
付
の
変
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、救
急
車
で
昏
睡
状
態
の
若
い
女

性
が
運
ば
れ
て
く
る
。睡
眠
薬
に
よ
る
自
殺
未
遂
の
患
者
で
あ
る
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が

バ
ー
や
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
い
る
若
い
女
性
な
の
で
あ
る
。従
業
員
で
あ
る
彼
女
が
夜

お
そ
く
な
っ
て
も
出
勤
し
て
来
な
い
の
で
マ
マ
さ
ん
が
心
配
し
て
救
急
隊
に
連
絡
す

る
。隊
員
が
彼
女
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
、そ
し
て
昏
睡
状
態
で
発
見
さ
れ
る
。

空
に
な
っ
た
睡
眠
薬
の
ビ
ン
が
枕
元
に
転
が
っ
て
い
る
事
が
多
く
、た
だ
ち
に
渋

谷
病
院
へ
運
ば
れ
る
。呼
吸
は
浅
く
心
音
も
弱
い
。た
だ
ち
に
大
量
の
水
に
よ
る
胃
洗

浄
を
く
り
返
し
行
う
。胃
内
に
残
る
睡
眠
薬
を
体
外
に
排
出
す
る
た
め
で
あ
る
。次
い

で
点
滴
を
開
始
す
る
。ア
ン
チ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル（
抗
睡
眠
薬
剤
）も
同
時
に
静
脈
内
注

射
を
す
る
。酸
素
吸
入
を
行
い
入
院
さ
せ
る
。数
日
で
回
復
、退
院
と
な
る
の
が
お
決

ま
り
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

夜
の
勤
務
で
い
つ
も
一
緒
に
働
く
若

い
気
だ
て
の
良
い
看
護
婦
さ
ん
が
い

た
。彼

女
の
生
ま
れ
は
福
岡
県
だ
と
い

う
。よ
も
や
ま
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

気
が
合
っ
て
、い
つ
し
か
彼
女
と
誘
い

合
わ
せ
て
、新
宿
や
渋
谷
の
街
に
出
か

け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。　
　 〈
了
〉

―
医
師
の
生
活
、い
ま
む
か
し
―

渡
辺
英
宣
先
生
が
綴
る
回
顧
録
的
随
想

渡辺　英宣　（医師）

大分県 豊後高田市出身
東京医科歯科大学医学部卒業後、
大分県内の病院・保健所所長を歴任。

趣味
囲碁、ゴルフ、フグ料理
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理
学
療
法
士
レ
ス
ラ
ー
の
誕
生

プ
ロ
レ
ス
と
の
出
会
い
は
中
学
時
代
で
す
。当
時
は
父
の
仕
事
の
関
係

で
東
京
に
住
ん
で
い
て
、そ
の
時
見
た
プ
ロ
レ
ス
の
非
日
常
的
な
異
空
間

に
衝
撃
を
受
け
、一
瞬
で
プ
ロ
レ
ス
大
好
き
少
年
に
な
り
ま
し
た
。高
校

で
大
分
に
戻
っ
た
も
の
の
環
境
の
激
変
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
律
神
経

失
調
症
と
な
り
暗
い
ト
ン
ネ
ルへ
。何
と
か
自
分
の
輝
け
る
場
所
を
求
め

て
福
岡
の
大
学
に
進
学
。学
生
プ
ロ
レ
ス
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、障
害
者

施
設
を
訪
問
し
た
り
、子
供
た
ち
に
試
合
を
見
せ
た
り
と
、プ
ロ
レ
ス
を

通
し
た
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
経
験
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
福
岡
で
就
職
し
ま
し
た
が
、「
理
学
療
法
士
に
な
り

た
い
！
」と
の
思
い
か
ら
大
分
に
戻
っ
て
専
門
学
校
に
通
い
ま
し
た
。そ
の

頃
は
少
し
プ
ロ
レ
ス
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、何
と
、大
分
に
プ
ロ
レ
ス

団
体
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、ど
う
し
て
も
プ
ロ
レ
ス
が
し
た
く
な
っ
て
入

門・デ
ビュ
ー
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
っ
て
プ
ロ
レ
ス
と
似
て
な
い
？

そ
の
後
デ
ビ
ュ
ー
し
た
団
体
を
退
団

し
、私
を
含
む
4
人
の
選
手
で
現
在
の
プ

ロ
レ
ス
リ
ン
グ
Ｆ
Ｔ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「大

分
県
活
性
化
計
画
」を
掲
げ
、プ

ロ
レ
ス
を
通
じ
て
大
分
を
元
気
に
!
と

積
極
的
に
地
域
の
イ
ベン
ト
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。関
愛
会
の
法
人
理
念
に「
地

域
貢
献
」が
あ
り
ま
す
が
、プ
ロ
レ
ス
活
動

と
法
人
の
考
え
方
が
似
て
い
る
な
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

先
代
上
田
馬
之
助
さ
ん
の
名
言
に
、「
プ
ロ
レ
ス
の
敵
は
目
の
前
に
い

る
敵
で
は
な
く
お
客
だ
！
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。プ
ロ
レ
ス
に
は
強

さ
も
大
事
で
す
が
、い
か
に
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
か
？
と
い
う
こ
と

が
そ
の
真
相
に
あ
り
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
で
足
が
動
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、

歩
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、病
気
や
怪
我
で
生
き
る
楽

し
み
を
失
く
し
た
方
々
に
、い
か
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
を
通
じ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
か

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
心
が
動
け
ば
身
体
が
動
く
」と
い
う
言
葉
の
通
り
、患
者
さ
ん

の
心
が
踊
る
よ
う
な
関
わ
り
方
を
す
る
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
な
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
ション
が
行
え
、身
体
機
能
も
変
わっ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

痛
い
け
ど
…
仕
事
な
の
よ
ね

大
変
だ
っ
た
の
は
大
阪
で
試
合
を
し
て
試
合
中
に
肩
が

抜
け
て
し
ま
い
、大
分
に
帰
る
車
中
、振
動
だ
け
で
も
肩
が

う
ず
い
た
時
で
す
ね
。大
分
に
戻
り
、そ
ん
な
に
休
み
が
と

れ
る
状
況
で
も
な
かっ
た
の
で
、そ
の
ま
ま
朝
か
ら
勤
務
。

と
り
あ
え
ず
肩
が
抜
け
て
定
ま
ら
な
い
の
で
、テ
ー
ピ
ン
グ

で
肩
を
固
め
て
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、何
や
ら

肩
か
ら
汗
が
ポ
タ
ポ
タ
…
よ
く
見
る
と
テ
ー
ピ
ン
グ
で
皮

膚
が
負
け
、浸
出
液
が
タ
ラ
タ
ラ
と
垂
れ
て
い
る
の
で
し

た
。試
合
で
蹴
ら
れ
て
肋
骨
が
折
れ
て
い
る
状
況
で
、翌
日

か
ら
バ
ス
ト
バ
ン
ド
を
巻
い
て
仕
事
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
か
ね
〜（
笑
）。

1
た
す
１
は
２
じ
ゃ
な
い
ぞ
!

故
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
さ
ん
の「
迷
わ
ず
行
け
よ
！
行
け
ば
わ
か
る
さ
！
」故
橋
本
真
也

さ
ん
の「
破
壊
な
く
し
て
創
造
な
し
」と
い
う
言

葉
が
、理
学
療
法
士
と
し
て
の
自
分
の
バ
イ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
発
想
を
大
事
に
し
、ま
ず
は
や
っ
て
み

て
、ダ
メ
な
ら
修
正
す
れ
ば
いい
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、S
N
S
で
リ
ハ
ビ
リ
の
活
動
を
発
信

し
て
き
た
こ
と
で
、同
じ
志
を
持
つ
仲
間
が
で
き

ま
し
た
。プ
ロ
レ
ス
の
タッ
グ
マッ
チ
の
よ
う
に
1

＋
1
＝
2
が
3
に
も
4
に
も
な
る
タ
ッ
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
が
増
え
つつ
あ
り
ま
す
。地
域
を
元
気
に

す
る
方
法
が
プ
ロ
レ
ス
だ
け
で
な
く
、理
学
療
法

士
と
し
て
と
い
う
場
面
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
レ
ス
マ
イ
ン
ド
を
大
事
に

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
！
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機能強化型
在宅療養支援病院

機能強化型
在宅療養支援病院

佐賀関病院 坂ノ市病院 大東よつば病院/やすらぎ苑

〒879-2201 大分市大字佐賀関750-88
tel.097-575-1172

〒879-0307 大分市坂ノ市中央1-269
tel.097-574-7722

〒870-0125 大分市大字松岡1946番地
tel.097-520-3555 （大東よつば病院）
tel.097-520-3535 （やすらぎ苑）

診療科：内科・循環器内科・呼吸器内科・
消化器内科・小児科・整形外科・外科・
リハビリテーション科・眼科・歯科・
耳鼻いんこう科
入院病床：68床

診療科：内科・消化器内科・小児科・
リハビリテーション科
入院病床：36床

診療科：内科・循環器内科・呼吸器内科・
リハビリテーション科

■大分県へき地医療拠点病院
■日本静脈経腸栄養学会NST稼働施設認定病院
■大分DMAT指定医療機関

■在宅医療連携センター
■坂ノ市リハビリテーションセンターもみの木
■坂ノ市病院訪問リハビリテーション事業所
■坂ノ市メディカルフィットネスジムABIES
■医療型特定短期入所きらりん

■大東リハビリテーションセンターもみの木
■大東よつば病院訪問リハビリテーション事業所
■在宅ケアサポートやすらぎ（居宅介護支援）

〒879-7761 大分市中戸次4575-1　tel. 097-535-7053

機能強化型
在宅療養支援病院 介護老人保健施設

入院病床：43床（大東よつば病院）
入所定員：50名（やすらぎ苑）

〒879-2201 大分市大字佐賀関 880-1
tel. 097-524-4141

〒879-2201 大分市大字佐賀関 792-1
tel. 097-575-4800

〒879-2111 大分市大字本神崎 251-8
tel. 097-576-1782

〒879-2111 大分市大字本神崎 256-4
tel. 097-578-8133

〒870-0307 大分市坂ノ市中央 3-14-33-1
tel. 097-535-7577

〒870-0307 大分市坂ノ市中央 3-18-9-1
tel. 097-585-5818

〒870-0009 大分市王子町 1-11
tel. 097-536-6633

〒870-0126 大分市大字横尾 1859
tel. 097-520-8686

〒879-7104 豊後大野市三重町小坂 4109-61
tel. 0974-22-6333

〒879-6903 豊後大野市清川町砂田 1877-3
tel. 0974-35-3561

〒067-0064 北海道江別市上江別 476-4
tel. 011-375-9470

〒114-0002 東京都北区王子 2-17-5
tel. 03-3913-8725

診療科：内科・循環器内科・禁煙外来

診療科：内科

診療科：内科

診療科：内科・小児科・循環器内科

診療科：内科・小児科

診療科：内科・消化器内科・心療内科

入所定員：37名

診療科：内科

入所定員：21名

居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション

■佐賀関デイケアひまわり
■ヘルパーステーションひまわり
■ケアセンターひまわり（居宅介護支援）

■デイサービス海風　定員45名

■こうざきデイアケア・リハビリテーションセンター　もみの木
■こうざきクリニック訪問リハビリテーション事業所 ■介護サポートセンター三つ葉（居宅介護支援）

■きよかわリハビリテーションセンターもみの木

■かかりつけ訪問看護ちいきの森
■ヘルパーステーションちいきの森
■ケアプランセンターちいきの森

ひまわり 王子クリニック

海風 よつばファミリークリニック

こうざきクリニック 三重東クリニック

いろは

ケアセンター坂ノ市ひまわり 北区王子クリニック

江別訪問診療所

清川診療所

高齢者介護施設 機能強化型在宅療養支援診療所

有料老人ホーム 機能強化型在宅療養支援診療所

機能強化型在宅療養支援診療所 在宅療養支援診療所

有料老人ホーム

機能強化型在宅療養支援診療所

ナーシングホーム輝
ひかり

関愛会運営施設
―地域の暮らしを支え続ける―

https://sekiaikai.jp


